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【研究の背景・目的】 
 微小管は、細胞の形態や動態に様々なかたちで関
与する重要な構造体である。動物細胞の微小管は、
細胞周期間期において、中心体から重合する成分と
それ以外の成分とに分けられ、上皮や神経細胞の微
小管は主として後者から成る(図１)。中心体による
微小管重合の制御機構については多くの知見が集積
しているが、中心体に依存しない微小管に関しては、
伸長機構、特性などについて未だ謎が多い。近年私
達は、微小管のマイナス端に結合する新分子
Nezha/CAMSAP3 を同定し、これが、中心体とは独
立に微小管重合を制御していることを明らかにした。
本研究では、Nezha/CAMSAP3 および関連分子
（CAMSAP1, CAMSAP2)が上皮細胞や神経組織に
おいて微小管ネットワークを構築するしくみ、そし
て、このネットワークが、微小管に依存するとされ
る細胞極性、細胞接着、細胞移動など種々の細胞現
象に果たす役割を明らかにする。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
【研究の方法】 

上皮細胞の構築に関しては、生体の腸上皮、及び、
腸上皮由来の細胞株をモデルとして、極性構築、微
小管パターン形成等における CAMSAPs の役割を遺
伝子ノックアウト等の技術を用いて解析する。神経
組織構築に関しても同様な方法を用い、神経細胞の
移動、大脳皮質の構築等における CAMSAPs の役割
について研究する。 

細胞間接着における CAMSAPs の役割に関しては、
上皮細胞株を用いて研究する。とくに、モータータ
ンパク質 KIFC3 が CAMSAP3 に依存して細胞接着
部位に移動することを見出しているので、KIFC3 が
運搬する分子を同定し、その機能を明らかにする。
また、CAMSAPs がどのように微小管マイナス端に
結合し、その重合を維持するか、分子生物学的研究
を展開する。 

【期待される成果と意義】 
細胞の構築・機能における微小管の役割は、現在

考えられているほど単純ではない。中心体依存・非
依存微小管の比較研究を通じて、細胞周期間期にお
ける微小管機能の真の姿を明らかにする。特に、上
皮組織、神経組織の構築における微小管の役割、細
胞接着の微小管による制御、細胞の移動・運動・オ
ルガネラ輸送等における中心体依存・非依存微小管
の役割分担等について新知見がもたらされると期待
している。 研究の進捗状況に応じて、微小管が関与
するとされる他の細胞現象についても解析し、その
成果を通じて微小管生物学に新潮流を生み出す。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 25 年度－29 年度 

 166,000 千円 
 
【ホームページ等】 

http://www.cdb.riken.go.jp/ctp/ 

図１．中心体由来微小管と CAMSAP 由来微小管。細胞タ
イプによってその割合は異なる。 図２．CAMSAP（矢印）から微小管プラス端（矢尻；EB1 コ

メット）が伸びる様子をタイムラプス撮影により捉えた像。 
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